
　私が生まれた年（1952年）に開館した
『ブリヂストン美術館』が2020年1月に
ARTとHORIZONを組み合わせた造語を
採用し、時代を切り開くアートの地平を感じ
て欲しいとの願いを込め『アーティゾン美
術館』として新しく生まれ変わった。コンセプ
トは“創造の体感”…従来の印象派や近
代日本洋画に加え、新たに戦後現代美術
の強化をはかるなどコレクションの幅と厚み
を増していくという。
　白とグレーに統一された館内は、すっきり
とモダンでありながら、居心地が良い。特
徴的なのは、作家の来歴や作品の内容
を紹介するパネルやキャプションは、いっさ
い見当たらず、小さく番号が記されている
のみ…先入観無しに作品そのものをじっく
りと鑑賞して欲しいという意図が感じ取れ
る。作品の情報を詳しく知りたければ、用意
されたリストで確認できるという趣向だ。
　ロダンやブールデルのブロンズにはじま
り、モネやセザンヌの油彩画、黒田清輝や
岸田劉生の近代日本洋画へと続く。なか
でも圧巻は青木繁の≪海の幸≫（重要文
化財）…何度見てもため息が出る。
　石橋財団が経営する大型美術館も魅
力的だが、日本橋・京橋界隈には、個人
経営の画廊も多く存在する。とりわけ友人
が10月22日から11月1日にかけて個展を
開催する『日本画廊』は７年程前に改装さ
れ、随分オシャレになった…京橋からは、右
手に『日本橋高島屋』を見
ながら『丸善』手前を左折し、

「星野眞吾賞展」受賞作
家など新進作家を積極的
にフォローする『アンペルギ
ャラリー』の角を曲がると右
手が入口で、裸婦のオブジ
ェ（ブロンズ製）を取っ手に
した扉が目印…友人の話
では、15年間描き溜めた作

品の中から≪顔≫にフォーカスしたものを
選抜し、“面噺（つらばなし）”と題して展示
するらしい。
　ちょっとキモカワで個性的な世界を楽し
んだあとは、お得なランチで締め括りたい。
五街道の起点＜日本橋＞を渡り、しばらく
歩くと話題の『COREDO室町』が見えてく
る。前回訪れた時は、穴子料理の名店『日
本橋玉ゐ』で《穴子ちらし》を堪能したが、
今回は格安天丼で人気を博し、話題を集
めた “料理の風雲児”が開いた新業態の
店舗『稲庭うどんとめし・金子半之助』に決
めている。店内には大きな暖簾が掛かり、
無駄のない清潔な空間がひろがる。ここは

“稲庭うどん”がメインで、それにどんな“め
し”を組み合わせるかが、悩ましい。日本橋
『つじ半』で提供される《ぜいたくめし》や
《高菜めし》も捨てがたいが、やはり一番
人気の《天ばらめし》にしよう。テーブル上
には6種類(温玉・わかめ・天かす・がりごぼ
う・とろろ昆布・山菜)の無料トッピングサー
ビスがあるなど至れり尽くせり。日本橋・京
橋界隈には、新しいアートや特製ランチが
堪能できる“素敵な空間”が続 と々誕生して
いる。

　朝晩の冷え込みが強まり、虫の音が響き渡るようになり、秋もいよいよ本番を迎えています。一年が巡るのは早いものですが、その繰り返しの中で
日々努力を続けることは、簡単なことではありません。今号では、そうした努力を重ね文化振興に貢献し高い評価を得た、豊橋文化賞および豊橋
文化奨励賞の受賞者インタビューをはじめ、邦楽大会など様 な々事業についてご紹介いたします。

■豊橋文化祭２０２４開会式を開催しました。

■豊橋文化賞、豊橋文化奨励賞　受賞者インタビュー
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　令和６年９月２８日（土）、豊橋文化祭の幕開けを飾る豊橋文化祭
開会式典が豊橋市公会堂にて開催されました。式典は豊橋落語天
狗連の弾家喜苦さんによる太神楽で幕を開け、続いて浅井由崇豊
橋市長と髙須博久理事長の挨拶が行われました。その後、豊橋文
化賞および豊橋文化奨励賞の表彰、さらに地域文化振興活動功
労賞や郷土文芸作品入選者の表彰が続き、伊藤篤哉豊橋市議
会議長より祝辞をいただきました。
　記念公演では、豊橋マンデーナイトジャズオーケストラが

「Tennessee Waltz」「Time After Time」「Hey Jude」をはじめ、
ボーカルも交えた多彩な楽曲を披露し、多くの来場者がその演奏を
楽しみました​。

令和６年度豊橋文化賞に豊橋落語天狗連（代表 近藤洋二さん）、豊橋文化奨励賞に三河太鼓美友会（家元 久美友
恵鼓さん）が選ばれ、表彰されました。

― 設立の経緯を教えてください。
　もともと、僕は愛大の落研出身なんです
けど、社会人になると落語を人前でやる
機会がないんですね。好きだからしばらくは
落語を聞きに行くだけだったんですが、よく
通っていたアンクルトムっていうウエスタン
パブが松葉町にあって、そこのマスターが
また落語好きで、話しているうちに、落語を
教えてくれよなんていう話になって、教えて
いるうちに今度はちょっと人前でやってみ
ようよっていう話になり、それで現在定例
開催している月例寄席の先駆けみたいな
ことを開催したのが最初の活動ですね。１
回目は松葉町の“かるとん”っていう店の
休みの日を借りて、私とマスターと愛大落
研の現役生で開催しました。
　豊橋落語天狗連という名前ですが、“天
狗連”という言葉は昔から寄席の世界であ
る言葉で、素人がプロを真似しているうち
に上手になって天狗になるっていう意味な
んですね。でも天狗連という言葉がまだ知
られていなかったから“落語”を付けて豊橋
落語天狗連としました。今も昔も天狗連か
らプロになるような人もいっぱいいるんで
すよ。

― 設立２年目には公会堂で小市民寄席
を開催してますね。
　そこがうぬぼれというか、たぶん若くて
何も考えてなかったんでしょう（笑）。だから
最初の頃は集客に苦労しました。いい大
人が大学の落研みたいに駅前でビラ配り
をしたり、今だから言えますが勝手にビラ
貼ってみたり（笑）、それでもなかなか集まら
ない。今でも販売は会員の手売りが多い
のですが、手売りの場合、当時は買った会
員の出番が終わったら義理は果たしたと
帰ってしまう人も多くて、だからトリは悲惨な
ものでしたよ（笑）。
　小市民寄席という名称も由来があっ
て、当時は豊橋文化協会で市民寄席とい
うのを７月に開催していて、地方で寄席の
形式でプロが来るのは割と珍しかったん
ですが、それなら自分たちもということで、
小市民がやる小さな寄席という意味で“小
市民寄席”と命名したんですよ。当時はメ
ンバーもまだ限られましたから寄席形式は
難しかったんですが、体育教師のメンバー
は、運動神経いいから傘とか回せるんじゃ
ない？っと言って太神楽を担当してもらっ
たり、独学、手作りで作り上げてきた感じで
す。
　そう思うと、ここまでやってこられたのは
本当に感慨深いです。全国的にもこれだ
け長く続いていて、自分たちで舞台に立
ち、しかも大勢のお客さんも来てくれる天
狗連の活動はないんじゃないかな。

― メンバーはどんな方が多いですか？
　創設期は５名くらいでしたが、現在は大
学生から年金受給者まで３０名くらいです。
うちは珍しくて落研出身者が少ないんです
よ。今は小市民寄席で知って興味をもっ

て入ってくれる人もいます。職業も年代も
バラバラ。それでも長く続いてまとまって
いるのは、うちは未だに会員名簿もなけれ
ば、会費も会則もない。誰が偉いとかヒエ
ラルキーもないからかな。また、月例寄席は
みんなが顔を合わせる場にもなり、研鑽の
場にもなっていて、これを毎月続けている
のが大きいです。実際に人前で場数を踏
まなければ上手くなりませし、その機会が
定期的にあるのは貴重です。

― 天狗連メンバーの名前をイベントで目
にする機会も多いです。
　毎月の「月例寄席」、「小市民寄席」、

「新春名人会？」が会としての主な活動
ですが、メンバーは個人でいろいろ独自に
活動しています。豊橋はもとより全国で活
躍する人もいるし、逆に他地域から落語家
を招いて落語会を開催するとか、色々な
刺激を受けながらメンバーがそれぞれの思
いを実現してます。

― 今後の夢とか目標は何でしょうか？
　長生きも芸のうちって言われますが、こ
れだけ長く続けてこられたのはひとえにお
客さんの支持があってこそです。これから
も精進して、まずは小市民寄席は節目の
５０回開催を目指してがんばります。
　これはやっている人間でないと分からな
いけど、落語は間違いなくやった方が面
白いんですよ。もう聞くのと自らやるのでは
全く違う体験。ワクワク感、ゾクゾク感はた
まらない、みんな一回やってみるといいで
すよ（笑）。

豊橋文化賞
豊橋落語天狗連
代表の近藤洋二さんにお話を伺いました。

豊橋文化奨励賞
三河太鼓美友会
家元の久美友恵鼓さん、顧問の久美友
鼓水さんにお話を伺いました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

― 9 月には第 50 回となるおさらい会を
開催されたばかりです。長い歴史のある
会ですね。
　はい、美友会は昭和 47 年に私の義
父である久美友鼓匠が「民謡太鼓美友
会」として設立しました。義父はもともと
伊藤民謡会で民謡を学んでおり、民謡
には伴奏として太鼓が欠かせないと考え、
東京へも太鼓を習得しに行きました。そし
て、民謡の太鼓伴奏だけを抜き出す形で

「見て楽しい民謡芸」を掲げて、独自の
太鼓道を歩み出しました。

― おさらい会はいかがでしたか？
　節目の第 50 回となるおさらい会でした
が、皆様多くの方々にご来場いただき、
ありがとうございました。毎回そうなのです
が、来てくださる方々に楽しんでいただく
ため、会員の発表はもちろんですが、他
にも様々な企画をしていて、今回はフラダ
ンス、新舞踊紅豊会さんの発表、チンド
ン屋さんも登場し、賑やかに３７曲のプロ
グラムを開催できました。実はマジックも
やりたかったのですが、時間の都合で無
理でした（笑）。

― 太鼓演奏にも様々な特徴があります
が民謡太鼓というわけですね。
　そうですね。そこが最近の和太鼓団体
と異なる部分で、私たちの出発点は民
謡ですから、メンバーは太鼓を叩くだけで
なく全員が民謡も唄えるようにお稽古しま
す。太鼓は力強くリズムに合わせて叩くと
いうより、唄に合わせて叩くのが私たちの
特徴です。最初は太鼓だけで入った人も、
やっているうちに民謡を唄いたくなってくる
んですよ（笑）。民謡は唄うとすごく気持
ちがいいですから。

― 初代家元が義父ということは、恵鼓
さんはお嫁さんというわけですね？
　ええ、お嫁に来るまで太鼓はやったこと
がなかったけど、嫁になればやらざるを得
ません。でも元々お祭り女で賑やかなこ
とが大好きなので（笑）、お稽古して太
鼓の教授、民謡の師範の資格まで取り、
会員の皆さんと一緒に楽しく続けることが
できました。平成 18 年に二代目家元を
襲名し、平成 20 年に名称を「三河太
鼓美友会」へ改称しました。

― 豊橋祭りや豊橋和太鼓フェスタにも
深く関わっていらっしゃいますね。
　やはり私たちは、唄に合わせて叩くの
が得意ですから、市の関係者から依頼が
あり豊橋祭りで使用する曲について太鼓
演奏用の採譜に取り組みました。それま
では、同じ曲でも担当する太鼓団体によっ
て演奏が異なり、踊りにくいという意見が
あったので、そこで新豊橋とんとん唄やマ
ツケンのええじゃないかⅡなど、豊橋まつ
り総踊りで使用される曲のうち 5 曲の太
鼓採譜を私たちで行いました。今でも使
われていて、とてもやりがいのある仕事で
した。また、和太鼓フェスタも実行委員
会の会長を10 年務め、大きなイベント
にすることができましたし、10 年を目途に
若い方にバトンを渡せてよかったと思って
います。

― 現在の活動状況について教えてくだ
さい。
　現在の会員は 15 名で、お稽古として
は東部生涯学習センターで月3 回土曜日
に、また大崎町の公民館や豊川の御津
公民館でもお稽古を行っています。発表
としては年 1 回のおさらい会の開催のほ
か、邦楽大会や豊橋祭りへの参加、ほ
の国マラソン大会や二川本陣まつり、市
民館まつりでの太鼓演奏、町内祭礼で
の演奏や地域の子どもたちへの演奏指導
なども行っています。

― 今後の目標や夢をお聞かせください。
　まずは会員をもっと増やしていきたいと
思っています。私たちの太鼓は民謡がベー
スになりますが、民謡も今は勢いがありま
せんが、より若い世代の方々の心に響く民
謡太鼓にも取り組んでいきたいです。民謡
太鼓は歌って大きな声を出し、太鼓を叩い
て身体も使う、健康にもとてもいいはずで
す。定年退職された方でもいまはまだまだ
元気な時代です。第２の人生の取り組みと
して是非一緒にいかがですか？

斧路朱音
日本橋・京橋界隈の“素敵な空間”
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アーティゾン美術館アーティゾン美術館

日本橋玉ゐ《穴子ちらし》日本橋玉ゐ《穴子ちらし》友人の個展DM友人の個展DM

■今号の一枚
まるちあい
タ イト ル：「Blue」2024年 
380×455mm、和紙にジェッ
ソ、アクリル、色鉛筆、水彩

昔の記憶を織り交ぜながら、
動物や子供をモチーフに描
いています。

展覧会情報　「Lovable ー岩澤奈  々まるちあい 2人展 ー 」　
11月25日（月）ー12月22日（日）アートエイジギャラリー　豊橋市向山西町3-2 東海フレーム2階

■■第66回 第66回 邦楽大会を開催します。邦楽大会を開催します。
　今年の豊橋邦楽大会は、豊橋市民文化会館の改修工事に伴い、１２月に豊橋市公今年の豊橋邦楽大会は、豊橋市民文化会館の改修工事に伴い、１２月に豊橋市公
会堂、穂の国とよはし芸術劇場で開催します。ぜひご来場ください。会堂、穂の国とよはし芸術劇場で開催します。ぜひご来場ください。

 日本舞踊の部
▶開催日時／令和６年１２月1日（日）午後0時30分開演　▶会場／ 穂の国とよはし
芸術劇場主ホール　▶入場料／ 2,000円　▶出演団体（順不同）／満帆会、鯉廣
会、清歌会、若駒会、藤美会、左門流左門会、花柳芯喜依の会

 詩吟の部
▶開催日時／令和６年12月８日（日）午後1時開演　▶会場／豊橋市公会堂　▶入
場料／ 1,000円　▶出演団体／豊橋岳風会、朝翠流朝道吟詠会、朝翠流朝勢吟
詠会、不朽流吟詠会、朝翠流照鵬吟詠会、日本壮心流

 民謡・大正琴・三味線・太鼓・箏曲・長唄の部
▶開催日時／令和６年12月14日（土）午前10時30分開演　▶会場／豊橋市公会
堂　▶入場料／ 1,000円　▶出演団体／琴修会豊橋東花桃の会、伊藤民謡会、琴
城流大正琴振興会豊橋支部、三河太鼓美友会、箏曲加藤僖子社中、壁谷和子社中、
さくら会、箏曲みどり会、つゆくさの会、箏曲紫雨会、箏曲奥田久子社中

 民踊・新舞踊の部
▶開催日時／令和６年12月15日（日）正午開演　▶会場／豊橋市公会堂　▶入場
料／ 1,000円　▶出演団体／邦和会、結月流元佳照会、浅香乃流美よし会、葵民舞
研究会、日本民踊研究会東三支部、民踊むらさき会、静駒会、新舞踊紅豊会
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豊橋ウインドアンサンブル　第36回プロムナードコンサート
　時間／ 13時30分開演　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　入場料／無料
　内容／ポピュラーミュージックをメインとした吹奏楽の発表会。テーマは「映画・TVで振り返るオリンピックイヤー」
豊橋茶道クラブ月例茶会（担当：表千家不白流）
　時間／ 9時30分から　会場／豊橋市三の丸会館　会費／一般750円、会員650円（事前予約制）
生田流箏曲峰と海の会 箏の調べ 箏と三絃の発表会
　時間／ 13時30分～　会場／豊橋市三の丸会館　入場料／無料
第50回豊橋音楽連盟コンサート　新たな未来へつなぐ　～音楽のかけ橋～
　時間／ 14時開演　　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　入場料／ 1,000円
　内容／豊橋音楽連盟会員と門下生によるクラシックコンサート
裏千家六日会月釜
　時間／ 10時～　場所／豊橋市三の丸会館　会費／ 900円（一般参加可）　担当／清水宗苗
第10回島倉千代子さんを偲んで追悼コンサート
　時間／ 14時開演　会場／豊橋市公会堂　入場料／ 1,500円
　内容／島倉千代子さんのヒット曲の数 を々バンド生演奏でお届け
霜月の午後、長唄、日本舞踊、端唄、落語と日本の芸能を堪能しませんか？
　時間／ 13時30分開演　会場／穂の国とよはし芸術劇場アートスペース　入場料／ 1,800円
　出演／落語：成田家紫蝶、鶴橋減滅渡　長唄：杵屋勝彦、杵屋勝奈栄　日本舞踊：西川満翠　端唄：東山さくら
澄心会書道　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10日（日）まで 
　時間／ 9時～ 17時（8日は10時～、10日は16時まで）　会場／豊橋市民文化会館第二展示室
　入場料／無料　　内容／第49回澄心会書道展　第53回澄心会ジュニア展
TFM合唱団第35回記念演奏会
　時間／ 14時開演　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　  入場料／一般1,500円、高校生
　以下500円　内容／田畠佑一委嘱作品（初演）混声合唱組曲「季節は僕らの頬を掠め」、 猿楽談義
   《翁》風姿花伝による混声合唱のための５つのタブロー、ポピュラーステージ、宗教曲ステージを演奏
第54回豊舞連舞踊フェスティバル
　時間／ 11時開演　会場／豊橋市公会堂　入場料／無料　内容／豊橋舞踊連盟による合同舞踊発表
フォトサークル東風写真展　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17日（日）まで
　時間／ 9時～ 17時　会場／豊橋市民文化会館2F展示室　入場料／無料
　内容／フォトサークル東風会員による写真展示
第54回コーラスのつどい
　時間／ 13時開演　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　入場料／無料
　内容／市内で活動する12のコーラスグループによる合同発表会
MOA美術館　豊橋児童作品展　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17日（日）まで
　時間／ 9時30分～ 17時　会場／こども未来館ここにこ　入場料／無料
　内容／豊橋市内の小学生を対象とした、絵画と書写の作品展
第8回筝曲 紫雨会「演遊会」
　時間／ 13時開演　会場／豊橋市三の丸会館　入場料／無料
　内容／住吉社中による成果発表会。合奏、三絃・十七弦・尺八との合奏で三曲演奏の魅力をお届け。
　　　　尺八演奏ゲスト：加藤泰山　演目：春の訪れ、祭花、他１２曲を予定
小原流豊橋支部 花の輪・人の輪・みんなの花展 ～花ひらけ未来 PARTⅢ・・・・・・・・17日（日）まで
　時間／ 10時～ 17時（17日は16時半まで）　会場／ CAFÉ＆GALERIEちろる庵　入場料／無料
日曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館　第1会議室
第33回　吉田文楽保存会定期公演
　時間／ 13時30分開演　会場／豊橋市公会堂　入場料／無料
　内容／吉田文楽保存会による市指定無形民俗文化財「飽海人形浄瑠璃」の公演
ええじゃないか！豊橋和太鼓フェスタ「響」2024
　時間／ 11時30分開演予定　会場／ライフポートとよはしコンサートホール
　内容／豊橋を中心に各地区で活躍する和太鼓演奏団体、約25団体による合同発表会
グローリアコンサート　Vol.3
　時間／ 14時開演　会場／穂の国とよはし芸術劇場アートスペース　
　入場料／一般3,000円　高校生以下1,500円　内容／声楽・ピアノ・チェロのコンサート
水曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館　第1会議室
豊橋ハーモニカ愛好会　交歓演奏会
　時間／ 12時30分開演　会場／豊橋市公会堂　入場料／無料
　内容／ハーモニカ演奏、ハーモニカ合奏などでハーモニカの魅力を発信
秋の夜長の音楽会
　時間／ 19時開演　会場／豊橋市三の丸会館　入場料／ 2,000円　他
第5回青い花二胡楽団定期演奏会
　時間／ 13時30分開演　会場／豊橋市公会堂　入場料／ 1,000円
　内容／二胡奏者Nancy＋なんしぃ監修の青い花二胡楽団による毎年恒例の定期演奏会
愛知大学吹奏楽団　第57回定期演奏会
　時間／ 16時30分開演　会場／アイプラザ豊橋　入場料／当日500円、前売400円、小学生以下無料
　内容／Ⅰマーチング、Ⅱシンフォニック、Ⅲポップスの3部構成でコンサートを開催
豊橋マンデーナイトジャズオーケストラ 第36回定期コンサート
　時間／ 16時30分開演　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　入場料／無料
　内容／カウントベイシー楽団を主にビックバンドの楽曲を演奏
花柳こども舞踊教室発表会
　時間／ 11時開演　会場／豊橋市公会堂　入場料／無料
　内容／舞踊教室の幼稚園児、小学生、中学生が出演。演目：雨降りお月さん、お花畑、菊づくし、羽根の禿 他
第5回豊橋バレエフェスティバル
　時間／ 13時30分開演　会場／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　入場料／ 2,000円
　内容／ 6団体によるクラシックバレエの公演

第６６回豊橋邦楽大会　日本舞踊の部
　時間／午後0時３０分開演　会場／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　内容／日本舞踊９番組の発表
豊橋茶道クラブ月例茶会（担当：表千家清和会）
　時間／ 10時～ 14時30分　会場／豊橋市三の丸会館　会費／一般750円、会員650円（事前予約なし）
裏千家六日会月釜
　時間／ 10時～　場所／豊橋市三の丸会館　会費／ 900円（一般参加可）　担当／河原崎宗妙
高文連東三河支部「高校生の写真展」
　時間／ 9時～ 17時　会場／豊橋市民文化会館２F展示室　　入場料／無料
とよはし歴史群像劇「海に生きる」公演
　時間／第1回目：11時開演、第2回目：16時開演　会場／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　
　入場料／ S席4,000円、A席（大人）2,500円、A席（子供）1,000円
　内容／豊橋の基盤となる三河港開発の歴史を、市民の手による創作劇として公演

豊橋交響楽団第132回定期演奏会
　時間／１４時開演　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　入場料／一般2,000円、小中高生５００円
第６６回豊橋邦楽大会　詩吟の部
　時間／１３時開演　会場／豊橋市公会堂　内容／６団体による詩吟の発表
豊橋茶道クラブ総会
　時間／１１時～（役員会は10時～）　会場／豊橋市三の丸会館
クリスマス／アヴェ・マリア
　時間／ 13時開演　会場／ライフポートとよはしコンサートホール　入場料／ 4,900円
　内容／ウィーン室内弦楽オーケストラとソプラノ歌手2名による、クラシックコンサート
第６６回豊橋邦楽大会　民謡・大正琴・三味線・太鼓・箏曲・長唄の部
　時間／午前10時30開演　会場／豊橋市公会堂　内容／ 11団体による民謡、箏曲などの発表
劇団「第五会議室」第9回公演「バンカラマントのナポレオン」　・・・・・・・・・・・・・・ 15日（日）まで
　時間／ 14日：14時開演、18時30分開演　15日：13時開演　会場／穂の国とよはし芸術劇場アートスペース
　入場料／一般3,000円、高校生以下1,500円
　内容／演劇の公演「バンカラマントのナポレオン」作・演出：小山真史
第６６回豊橋邦楽大会　民踊・新舞踊の部
　時間／正午開演　会場／豊橋市公会堂　内容／８団体による民踊、新舞踊の発表
日曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館　第1会議室
水曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館　第1会議室
Musical「Fairy Tales」～クララのアドベントカレンダー～　・・・・・・・・・・・・・・・22日（日）まで
　時間／両日13時開演、17時開演　会場／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　入場料／ S席5,000円、
   A席4,000円、18歳以下3,000円　内容／映像と歌とダンスのオリジナルミュージカル

豊橋文化　2024年10月発行

市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なしに変更になる場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。
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演奏曲目／『ジャングル大帝』から「ジャングルの朝～動物たちの集い」（冨田 勲）、ヴァイオリンと
チェロのための二重協奏曲イ短調,op.102　（ブラームス）、バレエ組曲「火の鳥」(1919年版)（ス
トラビンスキー）、スラブ行進曲(チャイコフスキー )、組曲『カルメン』から「間奏曲」「闘牛士」「ジプ
シーの踊り」、リンゴ追分（米山正夫作　吉田道雄編）
指揮／下谷剛嗣（豊響音楽監督）　ソリスト／兵藤雅晃（チェロ）、成田萌（ヴァイオリン）
入場料／一般2,000円、小中高生５００円　チケット取扱い／穂の国とよはし芸術劇場１F窓口、豊橋市
民文化会館、ライフポートとよはし総合案内所、豊橋交響楽団ホームページ

入場料／一般１,000円　チケット取扱い／穂の国とよはし芸術劇場１F窓口、豊橋市民文化会館

出演団体（出演順）／①コーラスCHUBU　②ハッピースマイル　③いまはし　④豊橋女声コーラス　
⑤WISH　⑥コーロ・ソアーヴェ　⑦コーラス若草　⑧コーラスのぎく　⑨ハーモニー・グリーン　⑩コーラ
スてんとうむし　⑪多米コーラス　⑫コール・シャロン　入場料／無料

特別出演／太夫＝竹本友代（重要無形文化財「義太夫節」総合認定保持者」、令和４年「文化庁長官賞」
受賞）、三味線＝鶴澤友輔（阿波人形浄瑠璃振興会友輔会主宰、令和元年「モラエス賞特別賞」受賞）　
演目／「二人三番叟」、素浄瑠璃「お弓橋心中 お弓橋の段」、「傾城阿波の鳴門 巡礼歌の段」　入場料／無料

豊橋音楽連盟会員と門下生によるクラシックコンサート。ピアノ、声楽、管楽器、マリンバなどのソロ、アンサ
ンブル演奏の他、豊橋交響楽団の弦楽器有志メンバーを迎えて、動物の謝肉祭室内楽バージョンなどを
お届けします。

前回に引き続き、豊橋市に伝わる民話「お弓橋」を題材にしたオリジナル演目「お弓橋心中お弓
橋の段」を吉田文楽保存会による素瑠璃（太夫・三味線のみ）で披露します。

日時／ 12月８日（日）　午後２時開演（午後１時15分開場）
会場／ライフポートとよはしコンサートホール

日時／ 11月４日（月・休）　午後２時開演（午後１時30分開場）
会場／ライフポートとよはしコンサートホール

日時／ 11月17日（日）午後１時30分開演（午後１時開場）　会場／豊橋市公会堂

日時／ 11月13日（水）　午後１時開演（午後０時30分開場）
会場／ライフポートとよはしコンサートホール

創立 60 周年記念シリーズ

第 132 回豊橋交響楽団定期演奏会
～名曲で振り返る　豊響 60年の軌跡　未来への輝石～

第 50 回豊橋音楽連盟コンサート
新たな未来へつなぐ～音楽のかけ橋～

豊橋市指定無形民俗文化財飽海人形浄瑠璃

第33回吉田文楽保存会定期公演

演奏曲目を随時更新▶

▼入場料／一般2,000円、高校生以下1,000円
▼チケット発売／豊橋市三の丸会館、豊橋市民文化
会館事務所で販売しています。豊橋市三の丸会館ホー
ムページからもご購入いただけます。

入場無料


